小数の乗法の授業における相互作用について by 小堺  裕美















































































































































































































































































































Dennis：7 から 50 を減らすと 20 になる。 
Ｔ  ：よろしい。 
Dennis：そして、それから。それから、私はとった。私





Ｔ  ：Ella？ 
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Ella ：7、70．私は 70－50 と言った‥私は 20 と 8 たす
3 と言った…ああ、たしちゃった。私は 8－3 と
言った。それは 5 だ。 
Ｔ  ：よろしい。それで何になりますか。 























































 授業の概要は以下の通りである。  
・小数×整数を学習する。（第 1,2 時限）  
・整数×小数を学習する。（第 3,4 時限）  
・小数×小数を学習する。（第 5,6,7 時限）  
・1 より小さい小数をかける計算を学習する
（第 8,9 時限）  
・交換法則、結合法則、分配法則の計算の決
まりを学習する。（第 10、11 時限）  
・2.14×3.2 の計算をする。（第 12 時限）  
5.2.授業の参与観察の分析 



















は 7.8 だからまず計算をして８㎡からマイナス 0.2 ㎡で
引けば 7.8 になる。  
DM:その 7.8 自体最初わかんないじゃん。  




んだから最初っから 0.2 引いたって 7.8 になるとはわか
らない。  
T  :この 0.2 がどうやってだすのかね。  
RY:え？  
CC:先になんかやったんじゃないの？  
RY:最初に 2.6×３をする。  
T  :で、こうだから。じゃあ、確かめしたってことか。  
RY:うん。  
T  :ああ、じゃあ、あなたは 1 番 (2.6×3)だね。  
RY:いや、１番･･･ 
DM:1 番だよ。  
CC:一番じゃん。  











 第 5 時限に、「1m の重さが 2 ㎏の鉄の棒が
あります。この鉄の棒□m の重さは何㎏でし
ょうか。」の四角に数字を入れて問題を作る質




T  :いいですねえ。そしたら、ちょっともう少し 5 年生
らしくグレードアップしてみましょう。  
DM:あ、じゃあもっとグレードアップできる。  
C  :はーい。  
RH:やりたい。やりたい。  
T  :えー、TK さん。  
TK:よっしゃー。えーとね、なんにしよっかな。  
KI:めちゃくちゃにやって。めちゃくちゃ。  
TK:えー。1m の重さが 2 ㎏の鉄の棒があります。この鉄
の棒、うーん、20m の重さは何㎏でしょうか。  
C  :かわんねえよ。  

















第 5 時限に、2.1×3.2 の答えとして 67.2
が出された後の場面である。  
YK:だってさあ、約 6 じゃん。  
DM:約６なのに、  
AT:先生、先生、先生。  
YK:約 6 なのにかける 10 なるわけないじゃん。  




T  :今ほら、最初に 2.1 は約２だよ。3.2 は約３だよ。そ
したら、大体６くらいになるんだよって言ってたんだ
よね。そしたら、やってみたら 67.2。  
TK:67.2 になったよ、筆算したら。  
T  :67.2 と６じゃぜんぜん違うよね。  
CC:え、だって、筆算したら･･･ 
 67.2 の答えが出されたことに対し、YK と







 第 12 時限で、2.14×3.2 の筆算の計算を解
く際に、KI が 6.848 から 68.48 に答えを変え
た後の場面である。  
DM:俺もねえ、最初やった時そうなったからねえ、ひとま
ず、2×3 は 68 は有り得ないだろうと思って  























































第 6 時限で、KY が 0.1×0.2 はなぜ 0.02
になるのかを説明しようとしている場面であ
る。  
T  :どこに点を打てばいいの？  
KY:だから、そこ。０と０の間のとこ。  
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T  :どうしてここでいいの？  
DM:そうだよ。どうしてここでいいの？  
KY:うーん、そうそう。どうしようかねえ。うん。  
C  :ははははは。  
AT:だってさあ、だってさあ。  
KY:でもあれ、点が２つあるじゃん。  














































































T  :これ [1.8×(2.5×4)]も 18 になったね。  
KY:うん。なったなった。  
KK:でも、これ [1.8×(2.5×4)]の方が簡単だった。  
T  :こっち [1.8×2.5×4]の方が簡単だった？  
KK:ううん。  




T  :ここ簡単だよというところ。  
T  :じゃあ、まとめに近いけど、DM さんどうぞ。  
DM:ええと、2.5×4 だとすぐに 10 ってでるから  
T  :これ [2.5×4]、10 なのね。はい。  
DM:で、10×1.8 ですぐでた。  
 ＫＫは、答えが同じでも括弧を使った計算
の方が簡単であることに気づいている。ＤＭ
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